
議員と語ろう会　　高校生意見　まとめ　

テーマ１　　現在の嬉野市について

（観光）

（道路・交通）

お茶、温泉などが有名であり観光客にとってもインパクトがある。

温泉街のまちあるきは、楽しい。観光客に対しての施策が充実している。

一方通行化等活性化に向けた施策を頑張っている。

塩田町の観光名所、見どころの情報発信が足りない

嬉野の大きな観光コンテンツの温泉をもっと有効活用できないか。例えば、サウナや岩盤浴等を
設置することで、若者層も取り込めるような、温泉を活かした観光施策の取組みやアピールが出
来ないだろうか。

観光客などシーボルトの湯で見かける。

嬉野市の知名度が低い。お茶と温泉だけ(関東圏から見ると)

交通機関が不便、脆弱。１時間に１本のバスしかない。（スーパーなど少ない中）

高齢者の方が街へ買い物などに行くのにも不便である。

定期代が月２万円もかかり負担が大きい。

（街）

活気が足りないと思うが、太良よりは良い。

お茶や温泉の施設はあるが、子どもや若者向けの施設が無い

体育館（Uスポ）が新設され室内運動部としては喜んでいる

市外からの目線で、大人も子どもも挨拶してくれる人が多い

地元に企業が少ない。職場がなければ市外に出ていくしかない。地元に仕事がない。

（その他）

インフルエンザ等の予防接種に関しての費用負担を軽減してほしい。

動物愛護への取組みに関して動物たちにもやさしいような対応の仕方を考えて頂き取り組んでほ
しい。

外国人観光客（韓国や中国からの観光客）が多い状況だったが、減少していると思う。外国人観光
客獲得のため取り組みを行ってほしいと思う。

嬉野高校前入口の信号がなくなり、駅前入口交差点に移動した。信号がなくなったことで危険に
なったと思う。

高校生は歩行や自転車で移動するので歩道の整備状況が気になっている。歩道が狭く、道がデコ
ボコなところが多い。

好みの洋服店が少ない。ファーストフード店の有名店がない。若者が遊べる場所がない。遊ぶとこ
ろが少なく、寛げる所やお店が少ない。ジョイフルしか。

温泉はあまり行かないので、例えばカラオケとかあれば良いと思うが。武雄まで行かないとない
し。学校帰り道に寄る店がない。高校生が集まるところには人が集まる。

遊べるところといえば、ゆめタウン、ラウンドワンなど佐賀市までいかないとダメなので、交通にお
金がかかる。市内には娯楽施設がない。



テーマ２　　嬉野市の将来について

（観光）

（新幹線）

新幹線開通による観光客が増える。

駅周辺の整備の中で若者向けの施設に期待したい。

（仕事）

企業誘致を積極的にし、選択肢を増やしてほしい。大きな企業の誘致をしてほしい。

（災害）

嬉野市は山が多いので土砂災害対策を進めてほしい。

水害で回りの家が浸水した。水害がないようにしてほしい。 

（交通）

（福祉）

 少子化がますます進むと思うので、子供を増やす対策が必要である。

環境に配慮し地球温暖化防止を進めていく。

ゴミを減らす取り組みを進めていく。

戻って来たいまち（ユニバーサルデザインまち、設備などの充実）

新幹線駅ができるけど、観光する場所がないので、降りたくなるような魅力ある街づくりが必要だと
思う。開通すれば嬉野市にも外国人が増えるのではないか。

新幹線の開通によってお客さんがたくさん来るので、お茶、温泉をアピールして、お客さんがたくさ
ん来るようにしてほしい。リピートできる方法はあるのか、リピートのつながるようなことをしてほし
い。

お茶で有名だが、普段家庭でお茶を飲むことがない。タピオカ入りのお茶の飲み物など、若者向
けのPRを考えてほしい。嬉野のイベントが、市外に向けてのPRがたりない

新幹線が開通するが、フル規格はすごくお金がかかると聞いている。フリーゲイジでよいと思う。し
かし国がお金を出してくれるのであればフル規格でよいと思う。

新幹線が福岡まで乗り換えなしで通るような状況になれば、嬉野に住み嬉野からの通勤も考え
る。

嬉野の気持ち的な豊かさ（『癒し』を活かして）や、ゆっくりできるような環境利点を生かし、都会か
らの就労者の獲得を狙ってみたらどうだろうか。

災害の時のために、ハザードマップを人は見えるところに貼って、市民が周知できるようにしてはど
うか。

佐賀県は交通事故が多いので、少なくする方法はないか。北方から自転車で一時間かかるので、
便利な交通手段があれば良いと思う。

メルヘン村に動物愛護団体とコラボし、動物ふれあいコーナーに飼い主不在の動物を置いたり、
譲渡会を設けたり等、動物にも優しい取り組みが必要だと思う。



テーマ２　　嬉野市の将来について

（街）

人は便利で楽しいところに集まると思うので、便利で楽しい街にするべきと思う。

学生が遊べるような施設がないので、そういう場所が建設されればと思う

（その他）

嬉野市をアピールすること、物が重要

卒業したら嬉野市を出ていくので、興味がない

やりたいことがあるので戻ってこれない

新幹線が開業することにより観光客も増えると思う。しかし遊びや買い物などの楽しむ施設が少な
いので施設の充実が必要である。

ショピングモールに併設した娯楽施設、スターバックスみたいな勉強できる喫茶店、映画館等が欲
しい。

洋服を買いに、佐賀などのショップで買おうと思っても洋服が高い。高校生のお小遣いでも買える
ような、安価でおしゃれな洋服屋があればと思う。

友達と一緒に勉強をするとしても、飲食が可能でできる環境を考えた場合、ジョイフルしかない。図
書館にカフェスペースを設け、勉強できる場所をつくってほしい。また、武雄市のように図書館で本
の購入までできれば、もっと利用頻度が増えると思う。そのような取り組みを検討してほしい。

商店街の活性化を図ってほしい。例えば、空き店舗を和風様式に改築して、休憩所にしたり、学生
が集って勉強できるような場所を提供してもらったり、子どもたちが遊びに行けるような商店街づく
りを考えてもらいたい。

どの年代も楽しめるような嬉野町、塩田町一緒になって楽しめるイベントがあればいいと思う



テーマ３　　１８歳選挙権について

（前向きな意見）

選挙には行ってみたい。良いと思います。若者の意見が通るのが良い社会だと思う。 

選挙には行った。自分の意見が通るので良いと思う。 

良い。若い人の投票率が上がればよいと思う。 

早い段階で選挙に携わることで、後の興味に繋がる。

政治参加が必要。18歳になったら、選挙には行く。

早い段階で選挙に携わることで、後の興味に繋がる。

（否定的な意見）

選挙権については、関心がない。興味がない。

まだ１８歳に達していないので、関心がない。

部活や遊びとかを優先するため、今は選挙についての関心はほとんどないのが現状。

政治を知らないまま投票するのが怖い

18歳ではまだ政治のこともよくわからないまま選挙に行くことは良くないので反対

（国政への意見）

消費税が上がったが、どのような使い道をしているか知りたい。 

（その他）

候補者は公約を掲げるが、果たして公約を守っているのか。

投票をする人が増えるので良いと思う。良い、年代が広がり国民のいろいろな意見が聞ける。若
い考えが反映するのは良いことだ。

嬉野市は高齢化が進んでいるので、選挙人が高齢者に偏ってしまうので、18歳選挙権は賛成。

投票できる年齢が18歳に引き下げられたが、若い人はあまり興味（政治に）がないので投票率は
変わらないのでは。

正直、興味はない。しかし、今回のかたろう会を通じて、市議会議員の方は、顔が見える存在で、
親近感がわき、選挙があれば投票に行きたいとも考える。

税金をあげて市民にメリットがあるのか、例えば消費税が上がったこと。  消費税は何に使われる
のですか。

消費税が上がったが、将来また上がるのではないかと心配、年金のことが話題になっているが、
自分たちの老後の年金が十分にもらえるのか不安。

市議会議員の選挙については、立候補者の中に面識もある方がいるので興味もあるが、国政選
挙になればどこのだれか、どんな人か、どんな考えなのかわからないので・・

選挙のことをもっと授業の一環で学ぶとか情報があったらと。高校の体育館とかで投票ができれ
ば、もっと投票率が上がると思う。 学校の授業でももう少し具体的に教えて。

国政、市県の選挙で、どのような施策を掲げ、どのような働きをしているか全くわからない。スマホ
等で検索はできても難しい言葉での説明は理解しにくく無関心になる。わかりやすく説明されれ
ば、興味や関心の低下は改善するのではないか。



テーマ４　　その他

（自身の将来について）

外国人に道案内をきかれたら、言葉が通じなかった。話せるようにしたい

自衛隊になるが辞めたら議員になりたい。将来は安定した生活を送りたい。 

県内に残る。半導体の点検やメンテをなどの仕事をする。頑張りたい。 

県内に就職して、将来は立派な家を建てたい。 

東京で就職する、今まで大変親に苦労を掛けたので、自分で自立して親孝行したい。 

就職は神奈川県に行く。安定した生活を送れるようになりたい

親からの勧めよりも自分が決めた目標を達成したい。

（学校に対して）

塩田高校との統合はしたものの、統合の意味がないように思える。

嬉野高校に冷房設備がないので設置して欲しい。昨年は倒れた方もいた。改善を願う。

嬉野高校の理科室の床がベタベタして歩きにくいので改善して欲しい。

部活動の休みがもう少し欲しい。

校則が厳しすぎる。

自分なりに将来の目標や目的をもって進学や就職を考えている、それに沿った学校や就職先が近
辺にあればそこへ行くと思うが、そのような学校や就職先が市内には無いので、県外などへ出て
いく。

給料や福利厚生などは大手企業がどうしても充実しており、就職先としてはそちらを選んでしまう。

塩田キャンパスとの合同は開校式、修学旅行など、（文化祭、体育祭は別々）なので、同じ嬉野高
校生とは感じられない。

部活動の移動が大変(バス移動だが、自転車通学の生徒は塩田キャンパスのバスの移動の後、
自転車で帰る。


